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平
成
二
十
二
年
度
年
史
企
画
展

「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
―
岩
崎
卯
一
没
後
五
〇
年
記
念
展
―
の
記
録

安　

田　

盛　

挙

は
じ
め
に

　

年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
こ
こ
数
年
、
新
年
度
に
本
学
の
歴
史

に
ゆ
か
り
の
あ
る
テ
ー
マ
で
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
は
、
戦
争
の
混
乱
が
ま
だ
収

ま
ら
な
い
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）、
関
西
大
学
の
出
身
者
と

し
て
初
め
て
学
長
に
就
任
し
た
岩
崎
卯
一
に
焦
点
を
あ
て
た
企
画

展「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
―
岩
崎
卯
一
没
後
五
〇
年
記
念
展
―
」

を
実
施
し
た
。
岩
崎
は
学
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
、「
関
大
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」「
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
」「
ハ
イ
ト
関
大
」
と
い
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
敗
戦
に
よ
っ
て
物
心
と
も
に
荒
廃
し
て
い
る

学
生
た
ち
に
勇
気
と
希
望
と
情
熱
を
与
え
た
。

　

開
催
期
間
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月
末
日
ま
で
。
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
お
よ
び
大
学
が
定
め
る
休
日
は
閉
館
し
た
が
、
校
友
会
の
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
教
育
後
援
会
総
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
行
事
開
催
日
に
は
開
館
し
た
。

　

今
回
の
展
示
の
構
成
・
内
容
な
ど
を
振
り
返
り
、
の
ち
の
記
録

と
し
て
留
め
た
い
。

一　

岩
崎
卯
一

　

展
示
の
こ
と
を
し
る
す
前
に
、
簡
単
に
岩
崎
卯
一
の
経
歴
に
ふ

れ
る
。

　

岩
崎
卯
一
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
〇
）
は
佐
賀
県
杵
島
郡
武
雄
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町
に
生
ま
れ
た
。
実
業
家
を
め
ざ
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
法
曹

界
で
の
立
身
を
決
意
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
、
関
西

大
学
専
門
部
法
律
学
科
第
二
学
年
に
編
入
後
、
特
待
生
に
遇
さ
れ
、

在
学
中
に
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
七

月
に
本
学
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
関
西
大
学
で
数
多
く
の
「
第

一
号
」
と
な
り
、
本
学
の
歴
史
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る
こ
と
に
な

る
。

　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
十
二
月
、
関
西
大
学
が
初
め
て
海
外

に
送
り
出
し
た
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で

ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
取
得
し
て
帰
国

後
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
八
月
、
本
学
初
の
専
任
教
授
に
就

任
す
る
。
さ
ら
に
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
か
ら
初
代
法

文
学
部
長
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
か
ら
初
代
図
書
館

長
な
ど
を
務
め
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
五
月
に
は
関
西
大

学
出
身
者
と
し
て
初
め
て
学
長
に
公
選
さ
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
三

〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二
月
に
は
初
の
公
選
校
友
会
長
と
も
な
っ

た
。

　

学
生
の
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
正
課
・
課
外
の
区
別
な
く
情
熱

を
注
ぎ
、
学
生
た
ち
か
ら
絶
大
な
人
気
を
集
め
た
。
学
長
に
就
任

後
、
間
も
な
く
、
相
次
い
で
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」「
関
大
ア
カ

デ
ミ
ア
」「
ハ
イ
ト
関
大
」
を
発
信
し
て
い
る
。

二　

展
示
の
内
容

　

年
史
資
料
展
示
室
内
の
企
画
展
示
室
に
は
、
大
型
の
縦
型
展
示

ケ
ー
ス
一
基
と
写
真
パ
ネ
ル
展
示
台
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

以
外
に
、
壁
面
を
利
用
し
て
解
説
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
の
も
例
年

の
展
示
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

企画展ポスター
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壁
面
写
真
パ
ネ
ル

　

展
示
の
順
路
と
し
て
は
、
最
初
に
「
ご
あ
い
さ
つ
」、
さ
ら
に

「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
―
岩
崎
卯
一
と
そ
の
時
代
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
大
型
の
展
示
パ
ネ
ル
を
壁
面
に
設
置
し
、
岩
崎
卯
一
が
関
西

大
学
で
果
た
し
た
功
績
と
、
人
と
な
り
を
四
つ
の
観
点
に
分
け
て

説
明
し
、
略
年
表
を
付
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
解
説　

多
く
の
「
第
一
号
」

　

岩
崎
卯
一
は
一
時
、
実
業
家
を
め
ざ
し
て
旅
順
夜
学
校
に
入
学

し
た
が
、
法
曹
界
で
の
立
身
を
決
意
し
、
叔
父
の
紹
介
で
神
戸
警

察
署
に
勤
め
、
英
語
通
訳
事
務
な
ど
を
行
っ
た
。
大
正
二
年
九
月
、

本
学
専
門
部
法
律
学
科
に
入
学
後
、
特
待
生
に
遇
さ
れ
、
在
学
中

に
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
、
大
正
四
年
本
学
を
卒
業
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
本
学
第
一
回
海
外
派
遣
留
学
生
と
し
て
渡
米
（
大

正
四
年
十
二
月
）
②
帰
国
後
本
学
初
の
専
任
教
授
に
就
任
（
大
正

十
年
八
月
。
創
立
し
て
か
ら
三
十
四
年
間
、
本
学
に
は
専
任
教
授

が
い
な
か
っ
た
）
③
初
代
法
文
学
部
長
（
昭
和
九
年
四
月
）
④
初

代
図
書
館
長
（
昭
和
十
三
年
九
月
）
⑤
本
学
出
身
者
と
し
て
初
の

公
選
学
長
（
一
回
目 

昭
和
二
十
二
年
五
月
）。
以
後
、
昭
和
二
十

八
年
、
昭
和
三
十
一
年
に
も
選
出
さ
れ
、
都
合
三
期
を
務
め
た
⑥

公
選
さ
れ
た
初
の
校
友
会
会
長
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
）
と
い
う

多
く
の
「
第
一
号
」
に
な
り
、
関
西
大
学
の
歴
史
上
に
、
そ
の
名

を
残
し
て
い
る
。

　

⑴
写
真　

 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
で
恩
師
ギ
デ

ィ
ン
グ
ス
教
授
を
囲
ん
で

　

⑵
写
真　

 

自
身
の
論
文
原
稿
を
ゆ
っ
く
り
と
読
み
上
げ
て
講
義

を
す
る
岩
崎
教
授

②
解
説　

学
生
に
人
気
の
教
授

　

岩
崎
の
講
義
は
、
ア
メ
リ
カ
で
修
得
し
た
最
先
端
の
知
識
に
裏

打
ち
さ
れ
、
非
常
に
斬
新
で
面
白
く
、
そ
の
評
判
は
瞬
く
間
に
学

生
た
ち
の
間
に
広
ま
っ
た
。
教
室
は
た
え
ず
満
員
で
、
本
来
の
履

修
学
生
が
締
め
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

岩
崎
は
、
人
心
を
捉
え
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
づ
く
り
の
名
人

で
も
あ
っ
た
。「
外
へ
目
を
向
け
よ
」
と
説
く
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
」。「
身
も
心
も
内
へ
沈
潜
さ
せ
よ
」
と
い
う
「
関
大
ア
カ
デ
ミ

ア
」。「
大
学
の
質
的
向
上
に
努
力
す
る
べ
く
、
志
を
上
へ
向
け
よ
」

と
唱
え
る
「
ハ
イ
ト
関
大
」
は
、
戦
後
の
荒
廃
か
ら
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
学
生
た
ち
に
希
望
と
情
熱
を
与
え
た
。
ま
た
、
本
学
創
立
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者
の
一
人
、
児
島
惟
謙
に
焦
点
を
あ
て
、「
正
義
を
権
力
よ
り
護

れ
」
と
い
う
言
葉
で
建
学
の
精
神
を
端
的
に
表
し
た
。

　

さ
ら
に
岩
崎
は
、
学
生
の
弁
論
部
（
雄
弁
会
）
や
野
球
部
の
部

長
と
し
て
、
部
の
育
成
、
発
展
に
も
努
め
た
。
弁
論
会
で
は
熱
弁

を
ふ
る
い
、
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
ま
た
、
野
球
部
は
ア
メ

リ
カ
（
昭
和
五
年
）、
ハ
ワ
イ
（
昭
和
八
年
）、
さ
ら
に
は
第
二
次

ハ
ワ
イ
（
昭
和
十
一
年
）
な
ど
の
海
外
遠
征
を
行
っ
て
い
る
が
、

岩
崎
は
大
正
十
五
年
夏
休
み
の
朝
鮮
遠
征
に
同
行
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
遠
征
は
、
関
大
野
球
部
の
実
力
を
強
く
印
象
づ
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
岩
崎
は
、
正
課
の
み
な
ら
ず
、
課
外
活
動
に
お
い
て

も
学
生
た
ち
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。

　

⑴
写
真　

国
家
論
を
講
義
す
る
岩
崎
教
授

　

⑵
写
真　

 

朝
鮮
半
島
・
旧
満
州
に
遠
征
し
た
野
球
部
員
と
と
も

に
京
城
駅
前
に
て
（
大
正
十
五
年
）

③
解
説　

学
園
大
家
族
主
義

　

岩
崎
が
学
長
に
就
任
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
）
し
た
頃
は
、
戦

後
の
復
興
、
知
の
再
興
に
向
け
て
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
学
園
も

ま
た
、
再
建
の
た
め
に
新
た
な
指
標
を
必
要
と
し
て
い
た
。
岩
崎

が
「
学
生
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
関
大
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」
を
提
言
し
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
と
き
で
あ
っ

た
。

　

岩
崎
が
提
唱
し
た
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
は
、
関
西
大
学

の
長
い
伝
統
の
中
で
育
ま
れ
た
真
理
究
明
の
真
髄
を
再
発
見
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
困
難
と
も

闘
う
熱
意
と
勇
気
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
八
月
、
大
学
は
理
事
、
教
職
員
、
校
友
会
、
教

育
後
援
会
、
学
生
で
構
成
す
る
学
校
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
学
園

の
諸
問
題
を
民
主
的
に
協
議
す
る
体
制
作
り
を
行
っ
た
。
こ
れ
は

全
国
の
大
学
の
さ
き
が
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
岩
崎
が
学
長
に
就
任
し
て
程
な
く
開
か
れ
た
学
校
協
議

会
で
は
、
授
業
料
値
上
げ
が
議
題
の
中
心
と
な
っ
た
。
学
生
た
ち

の
大
学
経
営
に
対
す
る
批
判
は
厳
し
か
っ
た
が
、
そ
の
と
き
岩
崎

は
「
学
校
は
制
度
と
し
て
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
益
社
会
）
で
あ

る
が
、
精
神
と
運
営
に
お
い
て
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
共
同
社

会
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
「
学
園
大
家
族
主
義
」
を
提

唱
し
た
。
こ
の
提
言
に
共
鳴
し
た
父
兄
た
ち
は
、
学
園
の
発
展
の

た
め
に
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
と
の
考
え
を
表
明
し
た
。
ま
た
、

法
人
も
財
政
状
態
を
隠
す
こ
と
な
く
公
表
し
た
。
そ
の
結
果
、
法
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人
の
提
案
す
る
授
業
料
増
徴
案
は
学
生
た
ち
の
認
め
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
岩
崎
の
「
学
園
大
家
族
主
義
」
が
大
学
の
運
営
を
ス
ム

ー
ズ
に
進
め
る
契
機
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

⑴
写
真　

弁
論
部
の
総
会
（
昭
和
二
十
五
年
）

　

⑵
写
真　

 
法
学
部
法
律
学
科
の
卒
業
記
念
写
真
（
昭
和
二
十
四

年
）

④
解
説　

校
友
会
へ
の
貢
献

　

昭
和
八
年
、
校
友
会
常
議
員
に
選
出
さ
れ
た
岩
崎
は
、
校
友
会

の
組
織
確
立
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
学
部
、
専
門
部
一
部
、

同
二
部
の
Ｏ
Ｂ
組
織
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
た

が
、
岩
崎
は
三
者
の
大
同
団
結
を
提
唱
。
自
ら
規
約
改
正
委
員
を

引
き
受
け
、
校
友
会
会
則
の
改
正
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

昭
和
十
三
年
二
月
十
四
日
の
校
友
総
会
で
改
正
案
は
承
認
さ
れ
、

一
つ
に
統
一
さ
れ
た
校
友
会
組
織
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
昭
和
二
十
二
年
、
学
長
に
な
っ
て
か
ら
の
岩
崎
は
、
い

ち
早
く
校
友
課
を
設
置
し
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
を
収
拾
す
る
こ
と

に
努
力
し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
三
十
年
に
校
友

会
が
は
じ
め
て
公
選
の
会
長
を
選
出
し
た
時
、
岩
崎
は
初
代
会
長

に
選
ば
れ
た
。
校
友
会
発
展
の
た
め
に
、
母
校
出
身
者
で
、
な
お

か
つ
将
来
の
発
展
を
託
す
べ
き
人
材
と
し
て
、
校
友
の
衆
望
を
岩

崎
が
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
岩
崎
は
ま
た
そ
の
期
待

に
応
え
、
堂
々
た
る
会
長
ぶ
り
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

⑴
写
真　

大
同
団
結
が
成
っ
た
校
友
会
総
会
（
昭
和
十
三
年
）

　

⑵
写
真　

校
友
会
旭
支
部
総
会
で
挨
拶
を
す
る
岩
崎
学
長

⑤
略
年
譜

　

こ
う
し
た
解
説
パ
ネ
ル
以
外
に
、
壁
面
に
は
、
展
示
ケ
ー
ス
を

挟
ん
で
、
向
か
っ
て
右
側
に
は
「「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」「
関
大

ア
カ
デ
ミ
ア
」「
ハ
イ
ト
関
大
」」、
左
側
に
は
「
岩
崎
卯
一
先
生 

生

誕
100
年
記
念
祭
」
の
解
説
パ
ネ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
展
示
し
た
。
こ
の

う
ち
、「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」「
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
」「
ハ
イ
ト
関

大
」」
の
解
説
パ
ネ
ル
に
は
次
の
解
説
を
加
え
た
。

解
説
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」「
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
」「
ハ
イ
ト
関
大
」

・「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
五
月
、
学
長
に
選
出
さ
れ
た
岩

崎
は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
「
学
生
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
原
稿

を
『
関
西
大
学
新
聞
』
に
掲
載
し
、
学
園
建
設
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

岩
崎
が
提
唱
し
た
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
は
「
真
理
究
明
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の
真
髄
を
新
た
に
再
発
見
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
理
の
探
求
に
命

を
か
け
る
者
は
、
ど
の
よ
う
な
困
難
と
も
闘
う
熱
意
と
勇
気
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
岩
崎
の
こ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
物
心
と
も
に
荒
廃
し
て
い
る
学

生
た
ち
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
た
。

　

⑴
写
真　

 

岩
崎
学
長
が
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
説
い
た
「
学

生
諸
君
に
告
ぐ
」

・「
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
」

　

翌
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
新
制
大
学
入
学
式
で
岩
崎
は

「
学
徒
の
使
命
は
真
理
の
探
求
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
対
象
と
一
定

の
距
離
を
置
い
て
眺
め
る
余
裕
と
忍
耐
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
現
象
に
と
ら
わ
れ
ず
、
背
後
に
ひ
そ
む
本
質
的
問
題
を
と

ら
え
、
静
か
に
研
究
し
、
批
判
せ
よ
」
と
説
い
た
。

　

そ
し
て
文
化
祭
や
大
学
祭
で
も
「
深
い
思
索
と
広
い
視
野
を
も

っ
て
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
を
築
こ
う
。
世
界
観
に
裏
付
け
ら
れ
た
確

固
と
し
た
信
念
に
基
づ
い
て
理
論
を
立
て
、
文
化
協
同
体
を
作
り

出
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

⑵
写
真　

 

大
学
祭
で
「
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
呼
び
か
け
る
岩

崎
学
長
（
昭
和
二
十
三
年
十
月
）

・「
ハ
イ
ト
関
大
」

　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
春
、
学
長
就
任
三
年
目
を
迎
え

た
岩
崎
は
、
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た

大
学
院
設
置
構
想
を
「
ハ
イ
ト
関
大
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
、

学
生
た
ち
に
呼
び
か
け
た
。「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
で
目
を
外
へ

向
け
よ
、「
関
大
ア
カ
デ
ミ
ア
」
で
身
も
心
も
内
へ
深
く
沈
潜
せ
よ

と
説
い
て
き
た
岩
崎
は
、「
ハ
イ
ト
関
大
」
で
志
を
上
へ
向
け
よ
、

大
学
の
質
的
向
上
に
努
力
し
よ
う
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。

　

⑶
写
真　

戦
後
の
学
舎
建
設
第
一
号
と
な
っ
た
大
学
院
学
舎

　

も
う
一
つ
の
解
説
パ
ネ
ル
で
あ
る
「
岩
崎
卯
一
先
生
生
誕
一
〇

〇
年
記
念
祭
」
の
解
説
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

解
説
「
岩
崎
卯
一
先
生
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
祭
」

　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
年
十
一
月
十
日
に
佐
賀
県
杵
島

郡
武
雄
町
で
誕
生
し
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
六
月
八
日

に
享
年
六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
岩
崎
卯
一
は
、
存
命
で
あ
れ
ば

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
岩
崎
を
慕
う
弟
子
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
生
誕
一
〇

〇
年
の
記
念
祭
を
執
り
行
う
べ
く
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
記
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念
祭
の
開
催
」
と
「
追
悼
文
集
の
発
行
」
と
い
う
二
大
事
業
に
取

り
組
ん
だ
。

　

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
祭
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
一
月
十

日
に
関
西
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
会
館
で
挙
行
さ
れ
た
。
第
一
部

「
記
念
式
典
」、
第
二
部
「
岩
崎
先
生
を
想
う
」、
第
三
部
「
懇
親

会
」
で
構
成
さ
れ
、
特
に
第
二
部
で
は
、
上
林
良
一
法
学
部
教
授

が
「
岩
崎
社
会
学
の
人
と
文
献
」
と
題
す
る
講
演
と
「
岩
崎
卯
一

先
生
の
跫
音
」
と
銘
打
つ
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
っ
た
。
記
念
祭
に

は
三
百
人
が
出
席
し
、
在
り
し
日
の
恩
師
の
面
影
を
偲
ん
だ
。
ま

た
、
こ
の
日
発
行
さ
れ
た
追
悼
文
集
『
岩
崎
卯
一
先
生
を
想
う
』

に
は
一
〇
三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
の
記
を
寄
せ
た
。

　

教
え
子
の
一
人
で
あ
る
稲
野
治
兵
衛
（
当
時
関
西
大
学
理
事
長
）

は
、
来
賓
を
代
表
し
て
「
岩
崎
先
生
は
早
く
か
ら
国
際
化
、
情
報

化
の
大
切
さ
を
訴
え
た
先
駆
者
で
し
た
。
大
学
の
充
実
に
努
め
た

功
績
は
関
西
大
学
の
歴
史
に
永
久
に
残
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

⑴
写
真　

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
祭
式
次
第

　

⑵
写
真　

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
祭

　

⑶
写
真　

生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
ケ
ー
キ

　

⑷
写
真　

挨
拶
を
述
べ
る
稲
野
冶
兵
衛
理
事
長

　

⑸
写
真　

三
〇
〇
人
が
出
席
し
た
記
念
祭

「岩崎卯一先生生誕100年記念祭」解説パネル
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展
示
ケ
ー
ス
内
展
示
品

①
顔
写
真　

岩
崎
卯
一

②
写
真　

佐
賀
県
立
武
雄
高
校
（
三
枚
）

　

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）、
岩
崎
は
佐
賀
県
立
武
雄
高
校
の

大
石
平
校
長
に
頼
ま
れ
て
同
校
の
校
歌
を
作
詞
し
た
。「
あ
し
た
ゆ

う
べ
に
仰
ぎ
み
る　

み
ふ
ね
の
山
の
気
高
さ
よ
」
で
始
ま
る
歌
詞

に
阿
保
寛
大
阪
学
芸
大
学
教
授
が
曲
を
つ
け
て
完
成
し
た
校
歌
は
、

同
年
九
月
二
十
二
日
の
校
歌
・
校
旗
制
定
発
表
会
で
披
露
さ
れ
た
。

高
校
か
ら
は
作
詞
の
謝
礼
が
岩
崎
に
贈
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
同
校

に
寄
付
し
た
た
め
、
岩
崎
賞
と
い
う
奨
学
資
金
が
設
け
ら
れ
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　

⑴
写
真
（
三
枚
）

　
　

・
岩
崎
が
校
歌
を
作
詞
し
た
佐
賀
県
立
武
雄
高
校

　
　

・
体
育
館
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
校
歌
扁
額

　
　

・
校
歌
に
う
た
わ
れ
た
御
船
山

③
久
井
忠
雄
専
務
理
事
宛
書
簡

佐賀県立武雄高校

久井忠雄専務理事宛書簡
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昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
五
月
十
六
日
付
で
久
井
専
務
理

事
宛
に
送
ら
れ
た
書
簡
。

　

こ
の
中
で
岩
崎
は
「
関
西
大
学
は
小
生
に
と
っ
て
は
そ
の
総
て

で
あ
り　

こ
の
学
園
に
何
の
不
自
由
も
な
く　

ま
た
何
の
不
満
も

な
く　

全
生
涯
を
捧
げ
得
た
こ
と
無
上
の
光
栄
と
し　

ま
た
喜
び

と
し
て
居
り
ま
す　

こ
れ
か
ら
の
関
西
大
学
の
運
命
は　

時
に
消

長
の
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が　

私
は
関
西
大

学
の
萬
歳
を
信
じ
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
初
の
段
落
で
「
他
日
荊
妻
が
小
生
の
意
志
に
つ
い
て

の
関
西
大
学
へ
の
関
連
に
つ
き　

御
相
談
申
し
上
げ
る
機
も
あ
る

か
と
も
存
じ
…
…
」
と
い
う
の
は
、
京
都
長
岡
の
自
宅
を
寄
贈
す

る
こ
と
に
つ
い
て
後
日
の
相
談
を
請
う
も
の
で
あ
る
。

④
甲
子
園
ボ
ウ
ル
優
勝
記
念
の
バ
ッ
ク
ル

　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
第
二
回
甲
子
園
ボ
ウ
ル
で
優
勝
し
、
大
学
日
本
一
に
な
っ
た
こ

と
を
祝
し
、
岩
崎
学
長
が
部
員
た
ち
に
贈
っ
た
も
の
（
羽
間
平
安

氏
提
供
）

⑤
図
書
館
日
誌

　

岩
崎
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、
初
代
図
書
館
長
に
就
任
す

る
。
図
書
館
日
誌
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
か
ら
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
）
に
か
け
て
の
も
の
。
ほ
ぼ
毎
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
開
館
さ
れ
て
い
る
。
日
誌
に
は
「
山
本
聯
合
艦
隊

司
令
長
官
戦
死
」（
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
一
日
）
と
か
、「
大
詔

甲子園ボウル優勝記念のバックル
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奉
戴
記
念
日　

故
山
岡

順
太
郎
翁
記
念
像
撤
去

献
納
ノ
タ
メ
ノ
抜
魂

式
」（
同
年
六
月
八
日
）

と
い
っ
た
時
勢
を
反
映

し
た
記
述
も
散
見
さ
れ

る
。

⑥
米
国
通
信
拾
遺

　

関
西
大
学
の
派
遣
留

学
生
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
在
学
中
、
ア
メ

リ
カ
の
労
働
運
動
に
つ

い
て
書
か
れ
た
原
稿
が

福
岡
日
日
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
。
大
正
八

年
（
一
九
一
九
）
十
一

月
二
日
と
十
六
日
の
二

回
分
を
岩
崎
自
ら
が
ス

ク
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
。

『米国通信拾遺』『図書館日誌』

⑦
岩
崎
卯
一
の
著
作

　

岩
崎
社
会
学
は
、
京
都
大
学
の
高
田
社
会
学
、
関
西
学
院
の
小

松
社
会
学
と
と
も
に
関
西
の
三
大
秀
峰
と
称
さ
れ
た
。

⑧『
現
代
国
家
学
説
』
の
原
稿
と
著
書

　
『
現
代
国
家
学
説
』
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
自
費
出岩崎卯一の著作『現代国家学説』の原稿と著書
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版
さ
れ
た
。
岩
崎
は
マ
ス
目
の
小
さ
い
専
用
の
原
稿
用
紙
に
極
細

の
ペ
ン
先
を
使
用
し
て
執
筆
、
そ
れ
に
朱
を
入
れ
な
が
ら
推
敲
し

て
い
っ
た
。
関
西
大
学
図
書
館
に
は
こ
う
し
た
原
稿
以
外
に
、
岩

崎
が
原
稿
執
筆
の
進
捗
状
況
を
自
ら
管
理
し
た
ノ
ー
ト
も
残
さ
れ

て
い
る
。
岩
崎
の
几
帳
面
な
性
格
が
窺
え
る
資
料
で
あ
る
。（
原
稿

は
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
。
サ
イ
ン
入
り
著
書
は
北
川
均
氏
提
供
）

⑨
岩
崎
卯
一
先
生
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
祭

⑩
記
念
祭
参
列
者
芳
名
録

　

稲
野
治
兵
衛
理
事
長
、
大
西
昭
男
学
長
、
植
垣
幸
雄
校
友
会
長
、

今
井
康
兼
元
常
務
理
事
な
ど
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑪
実
行
委
員
会
に
贈
ら
れ
た
感
謝
状

写
真
パ
ネ
ル
展
示

　

写
真
パ
ネ
ル
展
示
台
に
は
、
四
面
あ
わ
せ
て
十
八
枚
の
写
真
パ

ネ
ル
が
展
示
で
き
る
。
今
回
、
こ
の
展
示
は
、
岩
崎
の
学
者
と
し

て
の
経
歴
を
「
若
き
日
の
岩
崎
先
生
」「
小
壮
教
授
・
岩
崎
先
生
」

「
学
長
時
代
の
岩
崎
先
生
」
の
三
つ
に
区
分
し
、
残
り
一
区
分
を

「
素
顔
の
岩
崎
先
生
」
と
し
、
関
連
す
る
写
真
を
ま
と
め
た
。
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
写
真
と
、
そ
こ
に
付
け
加
え
た
解
説
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

「
若
き
日
の
岩
崎
先
生
」（
パ
ネ
ル
四
点
、
写
真
六
点
）

パ
ネ
ル
1

　

⑴
写
真　

高
等
小
学
校
補
習
科
時
代

　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
一
月
十
日
、
岩
崎
卯
之
助
と

エ
ヰ
子
の
二
男
と
し
て
佐
賀
県
杵
島
郡
武
雄
町
で
生
ま
れ
た
岩
崎

実行委員会に贈られた感謝状、記念祭参列者芳名
録など、岩崎卯一先生生誕100年記念祭に発行さ
れた『岩崎卯一先生を想う』
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は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
武
雄
町
立
尋
常
小
学
校
に

入
学
。
同
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
武
雄
町
立
高
等
小
学
校
を
卒

業
し
、
同
校
補
習
科
に
進
学
し
た
。

パ
ネ
ル
2

　

⑵
写
真　

神
戸
警
察
署
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ

　

岩
崎
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月
か
ら
八
月
ま
で
佐

賀
県
有
数
の
富
豪
牟
田
万
次
郎
の
秘
書
役
書
生
と
し
て
牟
田
家
に

身
を
寄
せ
た
。
こ
の
間
、
法
律
書
に
親
し
み
、
法
曹
界
で
の
立
身

を
決
意
す
る
。
八
月
、
兵
庫
県
内
の
警
察
署
長
を
歴
任
し
た
叔
父
、

岩
崎
甚
七
を
訪
ね
、
そ
の
紹
介
に
よ
り
兵
庫
県
警
察
語
学
講
習
所

で
通
訳
の
養
成
を
受
け
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
兵
庫
県
警

察
練
習
所
を
卒
業
後
、
同
年
七
月
か
ら
神
戸
警
察
署
で
英
語
通
訳

事
務
に
従
事
し
た
。

パ
ネ
ル
3

　

⑶
写
真　

学
生
時
代

　

⑷
写
真　

第
一
回
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
出
発

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
〇
月
、
関
西
大
学
専
門
部
法
律
学

科
第
二
学
年
に
編
入
し
た
岩
崎
は
翌
三
年
、
特
待
生
に
選
ば
れ
た
。

同
年
秋
、
在
学
中
に
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
、
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
七
月
、
関
西
大
学
を
卒
業
し
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
原

田
鹿
太
郎
と
と
も
に
本
学
第
一
回
海
外
留
学
生
と
し
て
、
横
浜
発

の
シ
カ
ゴ
丸
で
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
っ
た
。

パ
ネ
ル
4

　

⑸
写
真　

 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
恩
師 

Ｈ
・
Ｆ
・
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス

博
士

　

⑹
写
真　

 
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
取

得

展示パネル
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英
語
と
教
養
科
目
を
履
修
す
る
た
め
イ
リ
ノ
イ
州
の
ノ
ッ
ク
ス
・

カ
レ
ッ
ジ
で
一
学
期
を
過
ご
し
た
岩
崎
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学
し
た
。
翌
年

七
月
に
は
大
学
院
マ
ス
タ
ー
課
程
に
進
学
。
大
正
七
年
（
一
九
一

六
）
六
月
に
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
学
位
を
取
得
し
た
の

ち
、
同
年
九
月
に
ド
ク
タ
ー
課
程
へ
進
学
し
た
。
大
学
院
で
は
、

日
本
で
も
著
名
な
Ｈ
・
Ｆ
・
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
博
士
に
師
事
、
政
治

社
会
学
を
研
究
し
た
。
そ
し
て
大
正
一
〇
年
二
月
、「T
he W

ork-

ing Forces in Japanese Politics
」
の
論
文
で
ド
ク
タ
ー
・
オ

ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
得
た
。

「
少
壮
教
授
・
岩
崎
教
授
」（
パ
ネ
ル
五
点
、
七
点
）

パ
ネ
ル
1

　

⑴
写
真　

福
島
学
舎
で
社
会
政
策
の
授
業
を
行
う

　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
七
月
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て

帰
国
し
た
岩
崎
は
、
八
月
に
関
西
大
学
が
任
命
し
た
最
初
の
専
任

教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
最
先
端
の
知
識
を
修
得
し

た
岩
崎
の
講
義
は
非
常
に
斬
新
で
、
内
容
が
多
岐
に
亘
っ
て
い
た

た
め
、
学
生
た
ち
か
ら
の
人
気
も
高
か
っ
た
。

パ
ネ
ル
2

　

⑵
写
真　

全
国
高
等
専
門
学
校
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
野
球
部

　

⑶
写
真　

 

野
球
部
の
遠
征
に
同
行
し
関
釜
連
絡
船
上
で
撮
っ
た

記
念
写
真

　

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
野
球
部
は
黄
金
時
代
を
迎
え
、

国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も
出
か
け
試
合
を
行
っ
て
い
る
。
岩

崎
は
野
球
部
長
と
し
て
、
し
ば
し
ば
試
合
や
遠
征
に
同
行
し
た
。

写
真
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
野
球
部
が
全
国
高
等
専
門

学
校
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
と
き
に
東
京
・
神
宮
外
苑
青
年
会
館

前
で
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
優
勝
は
関
大
野
球
部
の
存
在

を
社
会
に
強
く
印
象
づ
け
た
。
も
う
一
枚
は
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
八
月
に
朝
鮮
半
島
や
満
州
（
中
国
東
北
地
区
）
へ
遠
征
し
た

際
、
関
釜
連
絡
船
ハ
ル
ピ
ン
丸
の
船
上
で
記
念
撮
影
し
た
も
の

パ
ネ
ル
3

　

⑷
写
真　

全
国
中
等
学
校
弁
論
大
会
で
弁
論
部
長
と
し
て
挨
拶

　

⑸
写
真　

長
崎
遊
説
に
出
発
す
る
弁
論
部

　

関
西
大
学
弁
論
部
は
千
里
山
、
専
門
部
一
部
、
同
二
部
の
三
団

体
が
独
自
に
活
動
し
て
い
た
が
、
全
国
弁
論
大
会
は
三
者
合
同
で

運
営
し
た
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
六
月
、
中
央
公
会
堂
で
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開
か
れ
た
全
国
中
等
学
校
弁
論
大
会
で
岩
崎
は
、
弁
論
部
長
と
し

て
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
地
方
遊
説
に
も
同
行
し
た
。
地
方
の
聴
衆

た
ち
は
正
義
感
に
あ
ふ
れ
る
学
生
弁
論
に
刺
激
を
求
め
、
文
化
の

香
り
を
運
ぶ
も
の
と
し
て
関
大
遊
説
隊
を
歓
迎
し
た
。

パ
ネ
ル
4

　

⑹
写
真　

研
究
室
に
て

　
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」「
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
に
代
表
さ
れ
る

岩
崎
の
社
会
学
は
当
時
、
京
都
大
学
の
「
高
田
社
会
学
」、
関
西
学

院
の
「
小
松
社
会
学
」
と
並
び
称
さ
れ
、
関
西
に
三
大
秀
峰
あ
り

と
、
広
く
学
会
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

パ
ネ
ル
5

　

⑺
写
真　

校
友
会
の
会
合
に
て

　

大
学
昇
格
に
伴
い
、
学
部
の
卒
業
生
に
よ
り
「
千
里
山
学
士
会
」

が
誕
生
し
、
さ
ら
に
専
門
部
も
一
部
と
二
部
に
分
か
れ
た
こ
と
か

ら
、
Ｏ
Ｂ
会
組
織
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
校
友
会
の
常
議
員
に
選
出
さ

れ
た
岩
崎
は
、
三
者
の
大
同
団
結
を
提
唱
。
自
ら
規
約
改
正
委
員

を
引
き
受
け
、
校
友
会
会
則
の
抜
本
的
改
正
に
取
り
組
ん
だ
。
岩

崎
案
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
十
四
日
の
校
友
総
会
に

は
か
ら
れ
可
決
、
改
正
さ
れ
た
。
写
真
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
）
二
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
校
友
会
芦
屋
支
部
創
立
総
会
の
日

に
撮
ら
れ
た
も
の
。

「
学
長
時
代
の
岩
崎
先
生
」（
パ
ネ
ル
四
点
、
六
点
）

パ
ネ
ル
1

　

⑴
写
真　

大
学
祭
で
挨
拶
す
る
岩
崎
学
長

　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
の
大
学
祭
で
挨
拶
す
る
岩

崎
学
長
。
同
年
五
月
、
学
長
に
選
出
さ
れ
た
直
後
、
岩
崎
は
『
関

西
大
学
新
聞
』
に
「
学
生
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
文
章
を
発
表

し
て
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
提
唱
し
た
が
、
こ
の
大
学
祭
の

挨
拶
で
も
「
学
生
諸
君
は
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
旗
手
た
れ
」
と

檄
を
と
ば
し
た
と
い
う
。

パ
ネ
ル
2

　

⑵
写
真　

学
長
室
に
て

　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
公
選
さ
れ
て
学
長
に
就
任
し

た
岩
崎
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
と
昭
和
三
十
一
年
（
一

九
五
六
）
の
選
挙
で
も
選
ば
れ
、
学
長
職
を
三
期
務
め
た
。
在
任

中
は
学
長
の
重
責
の
ほ
か
に
多
く
の
公
職
が
加
わ
り
多
忙
を
極
め
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た
が
、
講
義
も
疎
か
に
せ
ず
、
一
〇
時
間
を
こ
え
る
授
業
を
担
当

し
た
。

パ
ネ
ル
3

　

⑶
写
真　

三
笠
宮
殿
下
を
案
内
す
る

　

⑷
写
真　

学
生
た
ち
と
話
す
三
笠
宮
殿
下
、
岩
崎
学
長

　

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
二
月
二
十
一
日
、
関
西
大
学
で

日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
関
西
イ
ス
ラ
ム
部
会
が
開
か
れ
、
同
会
の

会
長
を
務
め
る
三
笠
宮
殿
下
が
来
学
、
講
演
を
し
た
。
こ
の
と
き

殿
下
は
岩
崎
学
長
の
紹
介
で
、
学
生
と
親
し
く
会
話
を
交
わ
し
た
。

パ
ネ
ル
4

　

⑸
写
真　

欧
米
視
察
に
旅
立
つ

　

⑹
写
真　

帰
国
後
、
欧
米
大
学
事
情
を
講
演
す
る

　

岩
崎
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
七
月
か
ら
二
ヵ
月
に
亘

っ
て
欧
米
諸
国
を
視
察
し
た
。
訪
れ
た
と
こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

十
四
都
市
を
は
じ
め
、
十
三
ヵ
国
三
十
一
都
市
に
及
ん
だ
。
ま
た
、

帰
国
後
に
は
「
欧
米
か
ら
帰
っ
て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
学

生
た
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
事
情
を
伝
え
た
。

「
素
顔
の
岩
崎
先
生
」（
パ
ネ
ル
五
点
、
六
点
）

パ
ネ
ル
1

　

⑴
写
真　

天
竜
寺
管
長
関
精
拙
師
ら
と
と
も
に

　

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
嵐
山
に
住
ん
だ
岩
崎
は
、
天
竜
寺
の

関
精
拙
、
そ
の
嗣
関
牧
翁
と
親
交
を
深
め
、
精
神
修
養
を
行
う
と

と
も
に
、
天
竜
寺
の
庭
園
を
愛
し
た
。

パ
ネ
ル
2

　

⑵
写
真　

自
宅
の
門
柱

　

⑶
写
真　

自
慢
の
庭
を
掃
除
す
る

　

千
坪
に
及
ぶ
広
大
な
庭
園
を
持
つ
邸
宅
は
岩
崎
の
自
慢
で
あ
っ

た
。
百
姓
家
風
の
藁
葺
き
の
邸
宅
に
書
斎
を
つ
く
り
、
庭
園
に
は

風
趣
あ
ふ
れ
る
巨
石
と
樹
木
を
配
し
て
楽
し
ん
だ
。

パ
ネ
ル
3

　

⑷
写
真　

自
分
の
講
演
の
テ
ー
プ
を
聴
く

　

自
分
の
講
演
が
吹
き
込
ま
れ
た
テ
ー
プ
を
聴
く
岩
崎
。
く
つ
ろ

い
だ
様
子
が
伺
え
る
。

パ
ネ
ル
4

　

⑸
写
真　

神
宅
賀
寿
恵
理
事
長
と
と
も
に
自
宅
の
庭
園
で

　

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
ご
ろ
、
神
宅
賀
寿
恵
理
事
長
を
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招
き
、
自
宅
庭
園
で
記
念
に
撮
っ
た
写
真
。
岩
崎
と
神
宅
は
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
に
専
門
部
法
律
学
科
を
卒
業
し
た
同
期
の
盟

友
で
あ
る
。
ま
た
、
神
宅
の
あ
と
に
理
事
長
と
な
っ
た
三
好
萬
次

も
同
じ
く
同
期
生
で
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
5

　

⑹
写
真　

令
室
と
と
も
に

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
六
月
八
日
、
岩
崎
は
六
十
八
歳

の
生
涯
を
閉
じ
た
。
関
西
大
学
と
と
も
に
生
き
た
人
生
で
あ
っ
た
。

故
人
の
遺
志
に
よ
り
、
ヌ
イ
夫
人
か
ら
岩
崎
の
蔵
書
と
住
ん
で
い

た
土
地
の
半
分
が
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
一
周
忌
を
機
に
贈
ら
れ

た
蔵
書
に
よ
り
、
図
書
館
に
岩
崎
記
念
文
庫
が
設
け
ら
れ
た
。
住

宅
地
は
ヌ
イ
夫
人
の
死
後
、
相
続
者
の
希
望
も
あ
っ
て
売
却
し
、

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
建
て
た
大
学
院
学
舎
建
設
費
の

一
部
に
充
当
さ
れ
た
。
大
学
は
新
築
し
た
こ
の
学
舎
を
岩
崎
記
念

館
と
命
名
し
、
偉
大
な
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
末
永
く
遺
徳
を

顕
彰
し
た
。

三　

企
画
展
を
開
催
し
て

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」「
関
大
ア
カ
デ

ミ
ア
」「
ハ
イ
ト
関
大
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
時
代
を
先
取

り
す
る
考
え
を
込
め
て
、
学
生
や
教
職
員
を
激
励
し
た
岩
崎
卯
一

を
展
示
で
紹
介
し
た
。

　

見
学
者
に
説
明
を
行
っ
た
折
に
、
反
応
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

先
に
紹
介
し
た
展
示
ケ
ー
ス
内
展
示
品
の
「
甲
子
園
ボ
ウ
ル
優
勝

記
念
の
バ
ッ
ク
ル
」
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

に
本
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
六
十
二
年
ぶ
り
二
度
目

の
優
勝
に
輝
い
て
い
た
の
で
、
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
岩
崎
学
長
が
選
手
一
人
ひ
と
り
に

贈
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
学
生
に
対
す
る
思
い
や
り
を
今

に
伝
え
る
品
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
展
示
品
や
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
を
通
し
て
、
岩
崎

先
生
が
本
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
偉
業
を
紹
介
す
る
こ
と
が
今
回

の
企
画
展
開
催
の
目
的
で
あ
り
、
多
く
の
来
館
者
に
伝
え
る
機
会

に
な
っ
た
の
は
、
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

（
や
す
だ　

も
り
た
か　

年
史
編
纂
室
）


